
新 婦 人 し ん ぶ ん 新 婦 人 し ん ぶ ん２０２０年１１月５日（木曜日） ２０２０年１１月５日（木曜日）（１） （８）（��年４月�日
第三種郵便物認可） （第三種郵便物認可）第３３４５号 第３３４５号（２８５０）（毎週木曜日発行）

今
週
の
紙
面

名
古
屋
市

篠
塚
栄
子
︵
71
︶

２面 女性ニュース／国会ス
ポット ３面 読者のページ
／まんが／パズル ４面 性
差の日本史展／女性とメディア
／ホットライン ６面 汚染
水海洋放出／母の歴史 ７面

新婦人／中央常任委員会声明
／いっしょにあそぼ！

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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核兵器禁止条約採択（７月７日）

毎夏開催してきた「核兵器なくそう女性のつどい」

（1991年～）。女性平和基金で招いた海外女性代表

との連帯が広がった

核兵器禁止条約批准50ヵ国
（�月�日）

2021年１月22日発効

米国が８月６日広島、９日長崎

に原爆投下

国連決議１号「原子兵器の廃絶」

ビキニ環礁で米水爆実験

平塚らいてうらが全世界の婦人

に原水爆禁止の訴え

第１回日本母親大会

第１回原水爆禁止世界大会

原水爆禁止日本協議会結成

日本原水爆被害者団体協議会

結成

国民平和大行進はじまる

新日本婦人の会創立
「五つの目的」の最初に「核戦

争の危険から女性と子どもの生

命をまもります」

「ヒロシマ・ナガサキからのアピー

ル」署名スタート（～2000年）

国連に国民過半数の6000万人の署

名を提出（新婦人は1000万人）

新婦人、国連ＮＧＯに認証される

ＮＰＴ再検討会議・ニューヨーク

国際共同行動（2010年、15年）

白血病でなくなった

息子の思い出を海外

の女性に語る被爆者

の名越操さん（左）。

新婦人広島県本部は被爆体験集『木の葉のように焼か

れて』を1964年からこれまでに54集発行。名越さんの

手記がタイトルに。英語版も作成

1978年の国連軍縮

特別総会に被爆者

・渡辺千恵子さん

（左）を送ろうと

カンパを訴える長

崎の会員

大
国
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の
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は
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2010年、国連前

でＮＰＴ議長に

日本代表として

署名700万を手

渡す新婦人米山

事務局長（当時）

2017年、条約交渉の国連会議で新婦

人笠井会長（当時）が被爆国の日本

女性を代表してスピーチ

アピール署名達成めざす「平和の波」で

女性の共同行動（1988年）

核不拡散条約（ＮＰＴ）発効

国連軍縮特別総会（82年、86年）

被爆�年

新婦人平和タペストリーコンクール。入選
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